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第 7回 全国国立大学病院集中治療部協議会

1.期  日 平成 4年 3月 6日 (金 )

2.会  場  東京医科歯科大学  歯学部大会議室
(外 来事務棟 2階 )

〒 113 東京都文京区湯島 1-5-45
803-3813-6111

・     内線 5500

3。 日 程

受  付   13:30～ 14:00

会  議   14:00～ 16:00        ・

(1) 開  会
(2) 当番大学病院長挨拶

・  (3)文 部省挨拶

(4)議 長挨拶

(5) 議   事

①  各大学提出議題

②  第 46回 国立大学医学部附属病院長会議提 出議題
③  その他

(6) 閉  会
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【議題】

I.全 国国立大学病院集中治療部のアンケー ト調査 に基づ く集中

治療部施設の活動状況 と問題点について

(大阪大学、東北大学、名古屋大学、広島大学 )

Ⅱ.中 央診療施設 として訓令化の促進について

(香 川大学、滋賀医科大学 )

Ⅲ。国立大学病院集中治療部設置基準について

(弘 前大学、長崎大学 )

Ⅳ .集 中治療部職員 の 1曽 員、特 に技官の配置について

(鳥 取大学、群馬 大学、広島大学、長 崎大学 )

V.集 中治療部近代化予算要求

(長崎大学 )

Ⅵ.保 険診療枠の拡大

(長崎大学 )

Ⅶ.集 中治療部協議会の持ちまわ り制について

(弘前大学 )
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第 7回 全国国立大学病 院集 中治療部協議会

大学名  名古屋大学

‐  提案 議 題

議 題 :I

全国国立大学病院集中治療部のアンケート調査に基づく、各集中治療施設の活動

状況と問題点について (大阪大学、東北大学及び広島大学と共同提出議題 )

理 由 :

第 6回全国国立大学病院集中治療部|ん議会の決定に基づき、全国国立大学病院集

中治療施設のあり方委員会とし′て全|コ大学病院の集中治療施設の実態調査を行った

。その結果、医療スタッフの恒常的な人員不足、救急部との運営形態等に関して重

大な問題点が存在する事が伺われた。今回のアンケート調査の結果及びそれを踏ま

えた今後の対策に関する参考資料として報告したい。
P.I



第 7回 全国国立大学病院集 中治療部協議会

大学名  大 阪大学

‐
 提案 議 題

議 題 :I.

全国国立大学病院集中治療部のアンケー ト調査に基づく集中治療施設の活

動状況 と問題点 について (東北大学、名古屋大学、広島大学 と共同議題 )

理 由 :

第 6回全国国立大学病院集中治療部協議会の決定に基づき、全国国立大学

集中治療施設のあり方委員会として、全国国立大学集中治療施設を対象に

アンケー ト調査を行ったので、その結果を報告する。



第 7回 全 国 国立大学病院集中治療部協議会

大学名  香川医科大学

^ 
提案 議 題

議題:Ⅱ .訓
令化の促進について

理 由 : 最近の医療は、細分化さらに高度化し、治療に際し
ては、集学的治療が望まれる。集中治療部は、その様

な治療の中心的役害Jを果していることは周知のごとく

であるが、社会的ニーズにもかかわらず本学を含め、

未だ集中治療部が訓令化されていない国立大学が存在

する。予算要求の%i減を余儀なくされる社会的状況が

あり、早急な訓令化は困州Lと 思われるが、1ユ年度のヨ1

令化数を1曽加する等の措置を〕Ⅸっていただき、速やか

に国立大学すべてにおいて、集中治療部が設置される

ことを強く要望するものである。



第 7回 全 国国立大学病院集 中治療 部協議会

大 学 名  滋 賀 医科 大学

‐  提案 議 題

議 題 :Ⅱ 。1.中 央 診 療 施 設 と して、 文 部省 の認可 が得 られ るよ う
お願 い したい。

2.学 会 認定 の施 設 と して も、 早 急 に お願 い したい。

理 由 :

1.医 師 ,看 護婦 等 の人員 は一並 び に予算 の配 分 を い た
だ き、 ス ムー ズ な運営 を行 い た い為 で あ ります。

2.研 修 医 の養成 をスムー ズに実施 で きるよ うに したい
為 で あ ります。



第 7回 全国国立大学病院集 中治療部協議会

大学名  弘前大学

提案 議 題

議 題 :Ⅲ 。国 立 大 学 病 院 集 中治療 部設 置 基 準 につ い て

理 由 :

国立 大学 の集 中治療部 は、 治療 のみで な く研究及 び教育機関 とし

ての役害1も 持 ち、 他施設 の集 中治療部 とは性質 が異 な る と考 え られ

る。 現在、 集 中治療室管理 の設置基準 が厚生省 によ って決 め られ て

い るが、 国立大学独 自の ものはない。 国立大学病院集 中治療部 の独

自の設置基準 が有 れ ば、 達成すべ き目標 が明確 にな る。 また、 われ

われ は、 毎年歳 出概算要求 を行 っでヽヽ るが、 要求 はなか なか実現 し

て も らえないのが現 状で あ る。 この よ うな設置基準 が有れば、 予算

及 び人員請求 時 に も有利 と考 え られ る。
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第 7回 全国 国立大学病院集 中治療 部協議会

大学名  長 崎大学

｀  提案 議 題

議 題 :Ⅲ 。特 殊 診 療、 施 設 整 備 (設 置 )要 求 の統 一 基 準

理 由 :

厚生 省 は「 高次機能病 院」の指定基準 に集 中治療部 の存在 は必須

とな ってい る。

毎年 の概算要 求 に際 して標準 とな るべ きものがない。

床 面 積

病床 数

職員構成及 び数   “



第 7回 全国国立大学病院集 中治療部協議会

大学名  鳥取大学

提案 議 題

2取ゎ ッ窃甲偉趨τ凝乙
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議 題 :Ⅳ .

集中治療部職員の増員、特に技官の配置について

由理

集中治療部の業務の中で、人工呼吸器、酸素療法機器、補助循環装置、

血液浄化装置、各種監視装置など、生命維持管理装置の操作や保守点検を

行うことは大変に重要な日常業務となっている。このために昭和 63年度
か包塵床工学技士の制度が施工され、今や全国的に相当数の有資格者が

誕生し、 ICUに おけるこの職種の役割は益々重要度を増している。
しかるに、国立大学病院の集中治療部にはこの業務に当る技官が配置

されていないために、唯でさえ定員の少ない医師、看護婦がこのような

業務にも当らざるをえず、これが円滑な集中治療を休みなく行う上での

重大な負担・支障となっている。

このような現状から、技官 (臨床工学技士)の定員配置を強く要望する。

撻摯___輌 "̈―豪警・~‐・・ヽヽ……            _  .



第 7回 全国国立大学病院集 中治療部協議会

大学名  群馬大学

｀
 提案 議 題

議 題 :Ⅳ .臨 床 工 学 技士 の定 員 化 につ い て

理 由 :

人 工 呼 吸 器 , IABP,血 液 浄 化装 置 な どの生 命維 持 管 理 装 置 を

扱 う集 中治 療 部 は臨床 工 学 技 師 を必要 と し、 また最 も適 した職 場 と

考 え る。

職 種 と して と りあ げ、 定 員 化 をすす め て い ただ きた い。



第 7回 全国 国立大学病院集 中治療部協議会

大学名  広島大学

″  提案 議 題

議 題 :Ⅳ 。

臨床工学技士の配置について

理 由 :

人工呼吸器 ,血液浄化装置等,高度な専FU技 術 を要する

高額機器 を高頻度に使用する ICUに は,専 門的知識技能
を有す る路i床 工学技士の 11己 置が必要であると考えます。



第 7回 全国国立大学病院集 中治療部 協議会

大学名  長 崎大学

‐  提案 議 題

議 題 :Ⅳ・臨床工学技士 の配置

理 由 :

生 命維 持 装 置 の最 も多 い所 は集 中治療 部 で あ る。



第 7回 全国国立大学病院集 中治療部 協議会

大学名  長 崎大学

｀  提案 議題

議 題 :V.集 中治 療 部近 代 化 予算 要 求

理 由 :

開設 後 10年 近 くな る と医療 機 器 の性 能 の老 化 ,低 下 が著 しい。
2000万 円以 下 の もの は予算 要求 の道 が な い。



第 7回 全国国立大学病院集 中治療部 協議会

大学名  長崎大学

‐
  提案議題

議 題 :Ⅵ・保険診療枠 の拡大

理 由 :

査 定 減 が 問題 に な る。
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第 7回 全 国国立大学病 院集 中治療部 協議会

大学名  弘前大学

提案 議題

議題  Ⅶ

集 中治療部協議会の持 ちまわ り制 につ いて

理 由

当 日説 明
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